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辻
市
長
、
高
橋
議
長

に
要
望
書
を
手
渡
す

舛
川
会
頭
。
辻
市
長

ら
と
意
見
交
換
す
る

当
所
三
役（
下
） 「

広
が
る
コ
ロ
ナ
の
影
響
に
対
し
、第
２・第
３
の
支
援
を
」（
舛
川
会
頭
）

「
経
済
界
と
も
協
議
。提
言
を
踏
ま
え
て
取
り
組
み
た
い
」（
辻
市
長
）

　

事
業
計
画
の
柱
に
位
置
づ
け
て
い
る
「
政

策
提
言
・ 

要
望
活
動
」
の
一
環
。
例
年
、

市
・
市
議
会
へ
の
要
望
時
期
は
６
月
で
す
が
、

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
拡
大
の
影

響
に
よ
り
当
市
で
も
個
人
消
費
、
企
業
の

生
産
活
動
が
急
激
に
落
ち
込
ん
で
い
る
実

態
を
踏
ま
え
、
５
月
に
早
め
、
経
済
活
性

化
に
加
え
、
同
感
染
症
に
係
る
要
望
を
盛

り
込
み
ま
し
た
。

　

こ
の
日
は
舛
川
誠
会
頭
を
は
じ
め
戸
田

龍
一
・
金
田
充
郎
・
河
合
昭
徳
副
会
頭
、

渡
邊
伸
一
専
務
理
事
ら
が
市
と
議
会
を
訪
問
。

　

舛
川
会
頭
は
、
市
長
に
対
し
て
、
当
所

の
相
談
窓
口
・
個
別
相
談
会
の
取
組
み
を

紹
介
す
る
と
と
も
に
「
支
援
策
の
申
請
の

方
法
、
支
援
策
自
体
を
知
ら
な
い
方
も
い

る
」「
宿
泊
業
、
飲
食
業
の
影
響
が
取
り
上

げ
ら
れ
て
い
る
が
、
各
業
界
を
確
認
す
る
と
、

特
に
商
品
、
材
料
等
の
納
入
が
厳
し
く
な
っ

て
い
る
卸
・
小
売
業
、
製
造
業
、
資
材
の

納
入
関
係
で
苦
慮
し
て
い
る
建
設
業
に
も

広
ま
っ
て
い
る
」
と
実
態
を
説
明
し
た
上

で
「
市
民
が
安
心
感
を
持
て
る
ま
で
第
２

弾
・
第
３
弾
の
追
加
支
援
な
ど
の
検
討
を

お
願
い
し
た
い
」
と
訴
え
ま
し
た
。

　

こ
れ
に
対
し
て
、
辻
直
孝
市
長
は
、「
セ
ー

フ
テ
ィ
ネ
ッ
ト
を
ど
う
組
み
立
て
る
か
。

経
済
界
と
も
協
議
を
さ
せ
て
も
ら
い
な
が

ら
取
り
組
み
を
進
め
て
い
き
た
い
」「
提
言

部
分
を
踏
ま
え
た
中
で
取
り
組
み
た
い
」

な
ど
と
述
べ
て
い
ま
し
た
。

　

高
橋
議
長
は
、
コ
ロ
ナ
対
策
が
提
案
さ

れ
た
臨
時
市
議
会
、
今
後
の
動
向
に
触
れ

な
が
ら
「
北
見
市
が
一
丸
と
な
っ
て
対
策

を
進
め
て
い
く
こ
と
、
商
工
会
議
所
の
役

割
が
重
要
」
と
の
認
識
を
示
し
ま
し
た
。

　

本
年
度
の
要
望
は
、
①
新
型
コ
ロ
ナ
ウ

イ
ル
ス
感
染
症
に
関
す
る
支
援
の
推
進
（
新

規
）、
②
景
気
対
策
の
推
進
、
③
安
全
・
安

心
な
都
市
基
盤
整
備
の
推
進
、
④
中
心
市

街
地
活
性
化
の
推
進
、
⑤
中
小
企
業
・
小

規
模
企
業
対
策
の
強
化
、
⑥
産
業
振
興
の

６
分
野
32
項
目
（
②
～
⑥
の
新
規
項
目
は

２
つ
）。

　

同
要
望
へ
の
市
の
回
答
で
は
新
た
な
効

果
の
高
い
コ
ロ
ナ
支
援
策
の
検
討
な
ど
を

明
ら
か
に
し
て
い
ま
す
（
回
答
の
抜
粋
は

本
誌
６
頁
掲
載
）。   （
担
当　

服
部 

浩
司
）

市と議会に「新型コロナウイルス感染症」
「総合的経済活性化」に関わる要望書提出

当
所
は
５
月
18
日
、「
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
」と「
北
見
市

の
総
合
的
経
済
活
性
化
」に
関
わ
る
要
望
書
を
辻
直
孝
市
長
と
高
橋

克
博
市
議
会
議
長
に
提
出
。同
要
望
に
対
す
る
市
の
文
書
に
よ
る
回

答
が
６
月
、当
所
に
届
き
ま
し
た
。
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要望に対する回答（抜粋）
〈コロナ対策〉効果の高い支援策を検討
		  　必要な対応に努めたい
　１ 新型コロナウイルス感染症に関する支援の推進（新規）
　要望＝自粛要請から売上減少を余儀なくされている飲食業・
サービス業者、学校給食等への納入業者への支援、２次的影響を
受ける事業者への支援、支援体制のより一層の強化と迅速な事務
処理（以下、早期支援策）
　回答＝市内事業者の経営を下支えする効果の高い支援策を検討
する考えである。体制整備については施策内容を踏まえ必要に応
じて判断する。
　要望＝事業の継続や休業等の影響により、離職等を余儀なくさ
れた従業員等に対する雇用マッチング支援の実施
　回答＝多角的な地元企業情報の発信に努めてきたが、安定した
雇用環境の整備に向けた取り組みをさらに進める。
　要望＝公共料金（水道・下水道等）の支払猶予・減免
　回答＝水道料金等については国の緊急措置が決定され、支払方
法等について柔軟な対応が要請され、数件の支払猶予をした。今後
も状況を踏まえ適切に対応する。
　要望＝国民健康保険料、固定資産税等市税の支払猶予・減免
　回答＝新型コロナウイルス感染症緊急経済対策としての国民健
康保険料減免の趣旨を踏まえ取り組む。支払猶予については、国は
徴収猶予に特例を設け、担保の提供が不要で延滞金が免税となる
措置を講じた。法人の市民税は申請により期限延長が認められる
こととなった。減免措置については徴収猶予を活用した上で個々
の状況を慎重・適正に把握することが重要。固定資産税等では事業
用家屋、設備等の償却資産に対する令和３年度分を事業収入の減
少幅に応じゼロまたは２分の１とする。
　 要望＝影響事業者への家賃補助・給付事業、自社物件に対する
固定資産税相当の補助、家賃減免等に応じた賃貸物件オーナーに
対する支援
　回答＝国が家賃などの固定費に対する支援を含む新たな支援策
も検討しており、国及び道の動向を注視しつつ必要な対策を検討
していきたい。
　要望＝感染者発生時の対応マニュアルの策定・周知
　回答＝対応は北見保健所が所管。引き続き保健所などと連携を
図りながら感染予防などの周知に努める。
　要望＝飲食、宿泊クーポン・プレミアム商品券事業（以下、中長期
支援策）
　回答＝より高い効果が見込まれる施策について検討していきた
い。
　要望＝飲食（焼肉・カクテル等）、温泉、カーリング等を活用した
観光推進策
　回答＝着地型商品に加え、新カーリングホールを活用した観光
メニューの開発などにより観光客誘致に努めたい。
　要望＝市発注工事等について、工期見直しや受注金額の変更な
どによる柔軟な対応、令和２年度事業の早期発注
　回答＝協議の上、請負金額の変更など適切な措置を行っている。
可能な限り早期発注に努める。
　要望＝ふるさと納税制度・寄附金等を活用した（仮称）「頑張ろう！
北見　応援ファンド」の創設
　回答＝さらなる対策の検討が必要。国・道の動向などを注視する
とともに貴商工会議所とも連携しながら進めたい。
　要望＝市民が安心感を持てるまでの第２・第３弾の支援の策定
　回答＝市民生活や地域経済を守るため、必要な対応に努めてい
きたい。

　２ 景気対策の推進
　要望＝第2期北見市地方創生総合戦略の事業推進
　回答＝貴商工会議所と連携のもと、引き続き事業推進に取り組
んでいきたい。
　要望＝公共工事の地元企業への優先発注の確保
　回答＝これまでと同様に地元企業への発注を基本とし、受注機
会の確保に努めていきたい。

　３ 安心・安全な都市基盤整備の推進
　要望＝立地適正化計画の策定

　回答＝策定について検討していきたい。
　要望＝休日夜間急病センターの整備促進など救急医療体制の充
実確保
　回答＝一次救急医療の拠点施設としての検討を進めている。引
き続き新たな施設整備について、医師会はじめ関係機関と協議の
上検討を進めるとともに、救急医療体制の充実確保に取り組んで
いきたい。
　要望＝北海道横断自動車道（十勝オホーツク自動車道）「端野高
野道路」の早期着工
　回答＝早期着工に向け、関係機関に対し要望活動を行っていき
たい。
　要望＝オホーツク圏と十勝圏を結ぶ「足寄－陸別」間の早期整備
着手
　回答＝全線がつながってこそ最大限効果が発揮されるので、早
期整備着手に向け、沿線自治体で構成する期成会と要望活動を行っ
ていきたい。
　要望＝北見地域における地域高規格道路「遠軽北見道路」の早期
整備
　回答＝沿線自治体で構成する期成会を中心に要望活動を行って
いきたい。
　要望＝女満別空港の就航体制の充実と国際化への対応
　回答＝需要の回復を見極めながら引き続き要望活動を行う。
　要望＝ＪＲ石北本線の維持・存続に向けた支援策の確立
　回答＝今後も引き続き関係機関と連携を図り、維持・存続に向け
た活動を実施していきたい。
　要望＝北海道新幹線高速化に伴う鉄道貨物輸送の維持と新たな
る技術開発の推進
　回答＝今後も課題解決に向け貴商工会議所はじめ圏域関係団体
と連携を図るとともに、維持存続に向けより一層協力をしてもらい、
鉄道貨物輸送がより活性化することを期待している。

　４ 中心市街地活性化の推進
　要望＝中央大通り沿道地区再開発事業の推進に向けた「市街地
再生計画」の早期策定（新規）
　回答＝年内を目途に策定作業に取り組んでいる。
　要望＝中央大通り沿い骨格軸の民間が行う再開発事業への支援
　回答＝可能な限り支援していきたい。

　５ 中小企業・小規模企業対策の強化
　要望＝事業継続力強化（ＢＣＰ）計画の策定支援（新規）
回答＝情報提供など必要な支援に取り組んでいきたい。
　要望＝北見市制度融資における保証料・利子補給制度の創設　
回答＝「北見市創業促進補助金」を創設し、本年度から運用を開始
する予定。他の制度も含めた多角的な観点からそれぞれの効果を
検証し、強化を図っていきたい。
　要望＝円滑な事業承継対策
　回答＝事業承継の必要性や具体的な取り組み方法の周知に取り
組んでいきたい。
　要望＝都市部からのＵＩＪターン（移住・定住）の促進強化
　回答＝「わくわく地方生活実現政策パッケージ事業」を通じて潜
在的ＵＩＪターン希望者を掘り起し都市部からの移住促進、市内
での就職支援に取り組み、地元企業の人材確保を支援していく。
　要望＝外国人労働者雇用確保のため受け入れ態勢の確保
　回答＝さまざまな課題を考慮すべきことから引き続き国や道の
動向を注視しながら情報収集に努めるとともに、関係機関・団体と
も連携し対応していきたい。

　６ 当地域の産業振興
　要望＝オホーツク商工会議所協議会が取り組む「地域総合包括
連携事業」に対する支援
　回答＝広域的な取り組みは北海道が窓口となり行っているが、
引き続きオホーツク商工会議所協議会と連携を図り、圏域の中核
都市としての役割を果たしていきたい。
　要望＝「街の駅・北見」の整備実現と体験・着地型観光の推進
　回答＝着地型観光を推進するための拠点施設としての可能性を
含め、引き続き課題の検討や情報収集などを行っていく。
　要望＝次回開催に向けた北見ぼんちまつりへの財政支援強化
　回答＝今後もまつりやイベントに対して継続して幅広い支援を
していきたい。
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６
月
の
第
３
２
２
回
常
議
員
会
（
５
日
）、

第
２
０
９
回
通
常
議
員
総
会
（
26
日
）
で

令
和
元
年
度
事
業
報
告
、
一
般
会
計
・
各

特
別
会
計
収
支
決
算
（
監
査
報
告
）、
定
款

及
び
規
則
の
改
正
が
承
認
さ
れ
ま
し
た
。

　

令
和
元
年
度
事
業
報
告
で
は
、 

政
策
提

言
、
要
望
活
動
の
積
極
的
な
展
開
、
賑
わ

い
あ
ふ
れ
る
街
づ
く
り
の
推
進
な
ど
５
本

柱
に
沿
っ
て
概
要
を
説
明
。
こ
の
中
で
、

小
規
模
事
業
者
経
営
改
善
資
金
（
マ
ル
経

融
資
）
の
斡
旋
状
況
（
21
件
）、
小
規
模
事

業
者
持
続
化
補
助
金
支
援
・
申
請
、
採
択

の
状
況
（
全
13
件
）、
創
業
入
門
・
実
践
セ

ミ
ナ
ー
の
開
催
（
５
回
・
60
人
）・
創
業
実

績
（
13
人
）、
加
入
促
進
を
す
る
も
減
少
し

た
年
度
末
会
員
（
１
６
５
０
社
）
な
ど
が

報
告
さ
れ
ま
し
た
。

　

同
報
告
で
は
、
こ
れ
ら
の
ほ
か
、
事
業

活
動
と
し
て
、
中
小
・
小
規
模
事
業
者
支

援
（
窓
口
・
巡
回
）
相
談
件
数
（
１
３
１
９

件
）、
消
費
税
軽
減
税
率
対
策
窓
口
相
談
等

事
業
に
係
る
相
談
件
数
（
８
５
４
件
）、

共
済
制
度
の
加
入
状
況
（
ミ
ン
ト
共
済

２
６
６
社
６
２
９
人
、
小
規
模
企
業
共
済

２
７
４
人
、
特
定
退
職
金
共
済
１
８
０
社

１
２
２
４
人
、
総
合
保
障
プ
ラ
ン
３
２
４

人
、
火
災
共
済
３
１
６
人
、
自
動
車
保
険

１
０
９
件
）
が
盛
り
込
ま
れ
て
い
ま
す
。

　

各
会
計
収
支
決
算
で
は
、
事
業
収
入

（
共
済
・
各
種
手
数
料
）
の
増
加
や
新
型
コ

ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
拡
大
の
影
響
に
よ

る
北
見
経
済
セ
ン
タ
ー
の
会
場
使
用
料
の

減
少
な
ど
が
説
明
さ
れ
、
主
要
６
会
計
の

決
算
は
、
収
入
が
約
１
億
７
１
７
９
万
円
、

支
出
が
約
１
億
６
５
４
６
万
円
で
、
差
し

引
き
残
高
は
約
６
３
３
万
円
と
な
り
ま
し

た
。

　

定
款
及
び
規
則
の
改
正
は
、
商
工
会
議

所
法
施
行
規
則
の
一
部
改
正
に
よ
る
定
款

の
改
正
、
業
務
・
部
会
・
委
員
会
の
円
滑

化
や
、
定
款
と
諸
規
則
と
の
整
合
性
を
図

る
た
め
な
ど
の
見
直
し
で
、
部
会
、
委
員
会
、

特
別
基
金
、
会
費
、
慶
弔
の
各
規
則
の
一

部
改
正
、
特
定
商
業
者
負
担
金
に
関
す
る

規
則
の
廃
止
（
会
費
規
則
に
追
加
）、
会
員

加
入
手
続
き
に
関
す
る
要
領
を
規
則
と
し

て
設
置
す
る
こ
と
と
し
ま
し
た
。

　

常
議
員
会
で
は
、
議
決
事
項
と
し
て
、

こ
れ
ら
の
ほ
か
、
令
和
２
年
度
当
所
表
彰

の
被
表
彰
者
が
承
認
さ
れ
ま
し
た
。

　

常
議
員
会
、
通
常
議
員
総
会
の
報
告
事

項
は
、
議
員
の
職
務
を
行
う
者
の
変
更
（
新

任
＝
㈱
中
神
土
木
設
計
事
務
所
代
表
取
締

役
中
神
拓
氏
、
水
元
建
設
㈱
代
表
取
締
役

オホーツク圏に精通する
地域経済の情報企業

嵯
峨
孝
一
氏
、
北
海
道
糖
業
㈱
常
務
執
行

役
員
北
見
製
糖
所
長
秦
泉
寺
敦
氏
）、
中

央
大
通
り
沿
道
地
区
再
開
発
事
業
の
今
後

の
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
、
ク
ラ
ウ
ド
フ
ァ
ン
デ
ィ

ン
グ
地
域
飲
食
店
応
援
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
、

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
・
北
見
市

の
総
合
的
経
済
活
性
化
に
関
わ
る
要
望
（
市

の
回
答
）。

　

国
へ
の
概
算
要
望
が
１
年
延
期
に

中
央
大
通
り
沿
道
地
区
再
開
発
事
業

　

当
所
が
参
画
し
て
い
る
同
再
開
発
事
業

（
事
業
主
体　

ア
ル
フ
ァ
コ
ー
ト
）
に
つ
い

て
は
、
６
月
に
予
定
し
て
い
た
国
へ
の
概

算
要
望
（
申
請
）
が
道
か
ら
の
提
案
を
受
け
、

交
付
金
事
業
の
採
択
に
向
け
、
再
開
発
事
業

者
が
策
定
す
る
基
本
計
画
が
市
の
都
市
再
生

基
本
構
想
と
の
整
合
性
を
図
る
た
め
、
今
年

の
秋
を
目
途
に
市
で
は
「
市
街
地
再
生
計
画
」

を
策
定
す
る
事
に
な
り
、
当
初
ス
ケ
ジ
ュ
ー

ル
か
ら
一
年
遅
れ
、
完
成
が
令
和
６
・７
年

に
な
る
見
通
し
が
報
告
さ
れ
ま
し
た
。

　

通
常
議
員
総
会
で
は
、
委
員
会
の
開
催
経

過
、
東
北
海
道
商
工
会
議
所
協
議
会
及
び
北

海
道
商
工
会
議
所
連
合
会
事
業
、
㈱
ま
ち
づ

く
り
北
見
の
状
況
（
令
和
２
年
３
月
期
決
算
）

も
報
告
さ
れ
ま
し
た
。

　

同
議
員
総
会
に
先
立
ち
、
令
和
２
年
度
当

所
表
彰
、
日
本
商
工
会
議
所
表
彰
と
北
海
道

商
工
会
議
所
連
合
会
表
彰
の
伝
達
が
行
わ
れ

ま
し
た
（
各
表
彰
の
被
表
彰
者
は
本
誌
８
頁
）。

（
担
当　

酒
井  

正
則
）

令
和
元
年
度
事
業
報
告
、各
会
計
決
算
を
承
認 

第
３
２
２
回
常
議
員
会　
第
２
０
９
回
通
常
議
員
総
会
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５
月
に
美
幌
町
で
予
定
の
第
１
０
０
回

東
北
海
道
商
工
会
議
所
連
絡
協
議
会
は
、

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
対
策
な
ど

か
ら
令
和
３
年
度
に
延
期
さ
れ
ま
し
た
。

　

同
協
議
会
で
の
議
案
（
要
望
事
項
）
採

択
を
踏
ま
え
た
例
年
の
要
望
活
動
は
、
９

　
都
市
振
興
委
員
会
（
５
／
22
）
で
は
、

事
務
局
か
ら
の
中
央
大
通
り
沿
道
地
区
再

開
発
事
業
の
進
捗
状
況
と
今
後
の
ス
ケ

ジ
ュ
ー
ル
が
報
告
さ
れ
た
ほ
か
、
同
事
業

の
推
進
に
か
か
わ
る
意
見
交
換
が
行
わ
れ

ま
し
た
。

　
総
務
委
員
会
（
５
月
・
書
面
会
議
）
で

は
、
令
和
２
年
度
当
所
役
員
・
議
員
・
職

員
表
彰
、
会
員
事
業
所
永
年
勤
続
従
業
員

表
彰
の
被
表
彰
者
、
同
従
業
員
表
彰
式
（
セ

レ
モ
ニ
ー
）
の
中
止
が
承
認
さ
れ
ま
し
た
。

　
北
見
経
済
セ
ン
タ
ー
運
営
特
別
委
員
会

（
５
月
・
書
面
会
議
）
で
は
、
令
和
元
年
度

同
セ
ン
タ
ー
収
支
決
算
、
利
用
状
況
を
報

告
。
大
ホ
ー
ル
の
ビ
ー
ル
パ
ー
テ
ィ
ー
会

場
と
し
て
の
利
用
減
少
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ

イ
ル
ス
感
染
症
の
影
響
に
よ
る
予
約
キ
ャ

ン
セ
ル
に
よ
り
、
収
入
（
利
用
）
が
減
少

と
な
っ
て
い
る
こ
と
が
説
明
さ
れ
ま
し
た
。

商
工
会
議
所
か
ら
提
案
の
あ
っ
た
要
望
事

項
39
件
に
つ
い
て
、
北
海
道
商
工
会
議
所

連
合
会
を
通
じ
て
、
北
海
道
、
各
政
党
、

北
海
道
開
発
局
な
ど
関
係
機
関
に
行
い
ま

し
た
。

　

要
望
事
項
の
内
訳
は
、
新
規
の
「
新
型

コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
対
策
」
１
件
を

含
む
「
中
小
企
業
振
興
」４
件
、「
運
輸
観
光
」

12
件
、「
地
域
振
興
」
14
件
、「
特
別
提
案
」

９
件
で
す
。　　
　
　
（
担
当　

酒
井 

正
則
）

北見市川東 3 7 1 番地 1

委
員
会
の
開
催
状
況

東
北
海
道
商
工
会
議
所
連
絡
協
議
会

コ
ロ
ナ
対
策
で
令
和
３
年
度
に
延
期

［令和２年度当所表彰］　　（敬称略)
◇前副会頭	 辻好治
◇前常議員	 岡村叶夫、鴨下泰久、佐々木護、

高木豊、 田巻秀隆、故・舟山秀太郎、
真柳正裕

◇前議員	 紺野留義、酒井士登美、佐藤尚二、
山田義久（以上退任）

◇常議員	 桑島定子（20年）
◇職　員	 中島沙織（20年）

［第131回日本商工会議所表彰］　
◇前副会頭	 辻好治
◇前常議員	 岡村叶夫、鴨下泰久、佐々木護、

高木豊、 田巻秀隆、真柳正裕
◇前議員	 佐藤尚二（以上退任）
◇常議員	 桑島定子（20年）

［令和2年度北海商工会議所連合会表彰］
◇前副会頭	 辻好治
◇前常議員	 岡村叶夫、鴨下泰久、佐々木護、

高木豊、田巻秀隆、故・舟山秀太郎、
真柳正裕（以上退任）

◇常議員	 桑島定子（20年）
◇会　頭	 舛川誠（15年）
◇常議員	 海田有一、坂口政義、中村寿志、

前田康仁、松原英行（以上15年）
◇職　員	 大野縁（35年）、中島沙織（20年）
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当
所
の
第
70
回
会
員
事
業
所
永
年
勤
続

従
業
員
表
彰
の
被
表
彰
者
が
こ
の
ほ
ど
決

ま
り
ま
し
た
。
勤
続
40
年
が
８
人
、
同
30

年
が
15
人
、
同
20
年
が
24
人
、
同
10
年
が

16
人
の
合
わ
せ
て
63
人
。

　

表
彰
式
は
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染

症
対
策
の
一
環
か
ら
中
止
。
表
彰
に
当
た

り
、
舛
川
誠
会
頭
か
ら
お
祝
い
の
こ
と
ば
、

辻
直
孝
市
長
か
ら
祝
辞
が
寄
せ
ら
れ
ま
し

た
。
被
表
彰
者
の
皆
様
の
長
年
の
勤
務
へ

の
敬
意
と
、
さ
ら
な
る
活
躍
を
期
待
す
る

内
容
で
す
。
表
彰
状
と
記
念
品
は
各
事
業

所
か
ら
被
表
彰
者
に
贈
ら
れ
ま
し
た
。

　

同
表
彰
は
昭
和
26
年
（
第
１
回
）
か
ら

今
回
ま
で
の
被
表
彰
者
は
１
万
２
８
０
３

人
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

本
年
度
の
被
表
彰
者
は
以
下
の
通
り
。

（
担
当　

大
野 

縁
）

　〔
40
年
表
彰
〕

　

大
江
秀
範
、
田
中
玲
司
、
山
賀
隆
（
以

上
天
内
工
務
店
）、
菊
池
元
枝
（
桑
原
冷

熱
工
業
）、
熊
谷
政
昭(

北
見
通
運) 

、
佐

藤
和
子(

五
十
嵐
建
設)

、
徳
田
か
お
る
（
海

田
鋼
材
）
鈴
木
真
利
子
（
菓
子
處
大
丸
）

　〔
30
年
表
彰
〕

　

飛
内
隆
之
（
北
辰
工
業
）、
安
藤
顕
（
北

見
管
工
事
事
業
協
同
組
合
）、
阿
部
誠
、

高
橋
義
彦
、
橋
本
功
（
以
上
小
柳
中
央
堂
）、

金
村
資
子
（
桑
原
冷
熱
工
業
）、
川
上
智
人
、

吉
井
友
里
恵
、
斉
藤
学
、
沼
台
秀
幸
、
大

内
史
子
（
以
上
北
見
通
運
）、
泉
浩
幸
（
小

西
工
業
）、
大
西
ゆ
み
子
（
北
見
第
一
木

材
）、
髙
橋
明
美
（
田
巻
美
石
園
）、
奈
良

美
津
子
（
精
肉
の
小
西
）

　〔
20
年
表
彰
〕

　

奥
谷
良
人
（
伝
書
鳩
）、
小
原
純
太
（
北

辰
工
業
）、
大
矢
芳
江
（
北
見
管
工
事
事

業
協
同
組
合
）、
笹
久
保
徹
（
小
柳
中
央

堂
）、
柴
田
朗
（
桑
原
電
工
）、
川
戸
裕
児

（
シ
ス
テ
ム
サ
プ
ラ
イ
）、
住
友
ひ
と
み
（
三

好
メ
デ
ィ
カ
ル
）、
横
田
直
人
、
池
田
浩
司
、

米
山
尚
希
（
以
上
北
見
通
運
）、
上
坂
勝
（
光

化
成
）、
土
田
富
久
子
（
桑
原
電
装
）、
髙

セミナー抄録
　創業実践セミナー（6／3～4）では、中
小企業診断士の原口勝全さんが創業の心
構えから、ビジネスモデル、ビジネスプラ
ンの作成について助言。受講者８人は新
型コロナウイルス感染症を踏まえた留意
点も含め熱心に耳を傾けていました。

　雇用調整助成金セミナー（6／29）では、
社会保険労務士・中小企業診断士の藤田
貴史さんが新型コロナウイルス感染症対
策の一環として要件・手続きが緩和・簡素
化された雇用調整助成金の活用法を説明。
受講者9人はその目的（雇用の維持）や申
請事務などについて理解を深めました＝
写真＝。

橋
弘
樹
（
同
）、
栗
木
満
敏
（
北
見
第
一

木
材
）、
轉
石
仁
（
同
）、
菊
池
克
憲
（
三

和
シ
ス
テ
ム
サ
ー
ビ
ス
）、
福
井
義
章
（
ミ

ズ
ノ
硝
子
建
材
）、
及
川
ひ
ろ
子
、
相
原

弘
志
、
常
松
洋
子
（
以
上
田
巻
美
石
園
）、

澤
崎
正
志
（
小
西
畜
肉
）、
小
野
尚
宏
（
ク

リ
ー
ン
ワ
ー
ル
ド
）、
谷
川
佐
知
子
（
永

田
製
飴
）、
遠
藤
綾
（
リ
ー
サ
）

　〔
10
年
表
彰
〕

　

東
海
林
則
行
（
小
柳
中
央
堂
）、
大
内

拓
実
（
桑
原
冷
熱
工
業
）、
川
村
幸
市
（
三

好
メ
デ
ィ
カ
ル
）、
江
間
修
、
永
島
明
信
、

川
又
俊
方
（
以
上
北
見
通
運
）、
伊
藤
菜

美
（
桑
原
電
装
）、
瀬
尾
尚
博
（
北
見
第

一
木
材
）、
土
田
有
希
（
ミ
ズ
ノ
硝
子
建

材
）、
津
曲
和
美
（
同
）、
上
原
章
（
吉
崎

工
業
所
）、
佐
々
木
宏
治
（
斉
藤
商
店
）、

髙
橋
美
穂
、
森
聖
子
、
小
澤
貴
代
美
（
以

上
ま
ち
づ
く
り
北
見
）、
田
中
満
（
菓
子

處
大
丸
）		



　
　
（
敬
称
略
）

勤
続
40
年
８
人
含
め
63
人
を
表
彰
　
コ
ロ
ナ
対
策
で
表
彰
式
中
止

担当／小澤
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■藤田貴史社会保険労務士・中小企業診断士事務所 （藤田貴史さん、高栄東町３
丁目25－22、社会保険労務士・中小企業診断士）

■北見ボクシングクラブ （野村拓司さん、大通東８丁目10－１、ボクシングジム）
■ファーマーズレストラン　モーズ （谷口利美さん、北３条西２丁目11－１、焼肉店）
■いごっそう （髙橋賢水さん、幸町７－７－19、お好み焼き・もんじゃ焼き・鉄
板焼き）

■㈱Ｒｅｌａｘ （三宅圭司さん、大正140－10、不動産売買・賃貸業）
■北海道野乃菓㈱ （鈴木紀光さん、卸町３丁目３－４、菓子卸売）
■ａｔ　ｈａｉｒ （奥山千里さん、栄町２丁目１－14辻ビルウエストＣ２、美容業）
■Ａｑｕａ　Ｖｏｉｃｅ （吉田由美さん、高栄東町３丁目８－11、司会業）
■北見卓球スクール （塚本貴史さん、本町4丁目1－1似内ビル、卓球教室・用具
販売）

■㈱夢風泉 （工藤平史さん、美芳町５丁目２－13エムリンクビル２階、旅館業）
■Ａｒｏｍａ　Ｈａｎａ （佐野佳奈さん、常盤町４丁目１４－４、リラクゼーションサ
ロン）

■アルテサノ土屋 （土屋尚造さん、美芳町９丁目５－１６加藤МＳ２１、建設・
大工工事）

■㈱総合プランニング （小野万里子さん、朝日町２９－３８、建設・土木工事業）
■ジゴス （澤田茂樹さん、北５条西３丁目第２ナシオビル１階、飲食店運営・ビ
ル管理運営）

新入会員紹介  ［入会日　令和２.４/20～６/19］ ご入会ありがとうございます

〈お 知 ら せ〉
新型コロナ感染症対策のため

「街コン」中止　
　きたみde街コン実行委員会（安部
彰人実行委員長）は、本年度の「きた
みde街コン」（カップリングパーティ）
の中止を決定しました。同パーティ
は独身男女の出会いの場の提供、交
流人口拡大を図ることを目的に回を
重ね今年９回目。
　当初、実施の予定でしたが、コロナ
ウイルスの感染症の収束が開催時期

（９～10月）にも見込めない情勢を踏
まえ、正副実行委員長が協議しまし
た。　　　　　　（担当　池亀 由基）

　「やさい市」は中止
陶芸教室はスタート　

　まちんなかＳＨＯＷ10の本年度の
「やさい市」は、５月からの予定でし
たが、新型コロナウイルス感染症対
策の一環から中止することになりま
した。陶芸教室は６月27日、例年より
２カ月遅れで始まりました。以降、10
月まで毎月第４土曜日に開催の予定
です。　　　　　 （担当　安藤 辰徳）

〈会員限定サービス〉
　当所ＨＰへのリンク

各種情報メール配信　
　当所は、会員事業所限定のサービ
スとして、「会員事業所のホームペー

ジ（ＨＰ）紹介」（当所ＨＰにリンク）
と企業経営の関連制度やセミナーな
ど「各種情報のメール配信」を無料で
行っています。会社のＰＲや情報収
集にお役立てください。
	 （担当　武田 卓、古川 佳佑）

〈企業経営に係る相談窓口〉
オホーツク産学官融合センター

各 種 相 談 無 料
　当所が運営するオホーツク産学官
融合センター（柏陽町・北見工大社会
連携推進センター１階）では、窓口相
談や専門家による相談、併設の北海
道知財総合支援窓口北見サテライト

（テレビ会議システム）による特許・
商標など知的財産に関わる相談に応
じています。また、移動個別相談会を
毎週水曜日、北見経済センターで行っ
ています（予約制）。各種相談は無料。
お問い合わせは同センター（℡57‐
5677）へ。　（担当　池田 嘉孝）

中小企業総合支援センター
無 料 相 談

　当所内に設置されている公益財団
法人北海道中小企業総合支援センター
オホーツク支部では、職員３名（うち
２名非常勤）体制で中小企業・小規模
事業者のさまざまな経営課題に係る
相談に応じています（無料）。お問い
合わせは同オホーツク支部（℡31‐
1123）へ
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　平成 28 年開設の「北見ボクシングクラブ」（代表　
野村拓司さん）。昨年、同ジムに通う社会人が全日本
社会人・女子選手権大会で 3 位入賞、トレーナー（元
プロボクサー）が「おやじファイト」（スパーリング
大会）でチャンピオンに輝き、ともに同クラブ初の朗
報に。今年は新型コロナウイルス感染予防のためスケ
ジュール変更や屋外トレーニングの企画も。管内唯一
のボクシングジム。北見市内外から約 80 人（小学４
年生～ 70 代）が通っており、ほとんどがボクシング
によるダイエットや体力づくりが目的。リングがある
1 階ではスパーリン
グ や ダ イ エ ッ ト、
2 階ではウエイトト
レーニング、3 階は
女性専用。企業・団
体向けのジム外での
ボクシングエクササ
イズ教室にも応じて
います。

　ナブコシステム(株)（昭
和32年設立、本社・東京）
は、ビル、店舗、産業用な
ど自動ドア（ナブコ自動ド
ア）、ステンレスサッシを
中 心 に 建 設 関 連 製 品 の 販
売・設計・施工・保守を実
施。自動ドアは国内シェア
約５割のトップ企業。「安
心安全の空間創り」のモッ
トーのもと、現在力を入れ
ているのは、新型コロナウ

イルス感染対策となる非接触式のタッチセンサー仕様
への変更提案。北見営業所では「既存センサーの設定
を『押す』から『手をかざす』に変更し、コロナ時代
に対応しませんか。触れないので衛生的です」とＰ
Ｒ。オホーツク圏内を営業エリアとする北見営業所
は、現在４名の社員体制で業務を行っています。

　新型コロナウイルス感染症の影響を受け、
多くのイベントの中止や延期が決まりまし
た。これらを楽しみにしていた方々には少し
寂しい１年になるのかと思います。
　中でも夏の甲子園の中止は本当に残念。既
に３月の春の選抜大会が中止され、史上初の
「春」「夏」中止という結果となったからで
す。その最終決定を選手たちに告げる監督、
受け入れざるを得ない選手たちはとても残念

で悔しかったに違いありません。特に３年生は「夏」
が終わると引退。報道での「最後は試合をして終わり
たかった」というコメントは特に印象に残りました。
　その後、都道府県での代替大会の開催や、８月には
春の選抜大会出場予定の 32 チームによる１試合ずつ
の代替試合が決定。今までとはかたちは違いますが、
大会を終えてからの引退に３年生は少しほっとしたこ
とでしょう。
　まだまだ新型コロナウイルス感染対策の徹底・継続
が必要な情勢ですが、従来のかたちをかえたり、新た
な手法を考えたり、大会やイベントを再構築し、地域
を明るく、盛り上げていければと感じました。

【7月】
◆	13日	 理財部会
		  事業承継専門家派遣（中小機構制度）（14日）
◆	14日	 マル経審査会
◆	15日	 オホーツク産学官融合センター移動相談会（22・

29日）
◆	27日	 三役会
◆	29日	 高校生のための企業概要説明会
◆	30日	 商業部会

【8月】
◆	 3日	 オホーツク産学官融合センター事務局会議
◆	 5日	 オホーツク産学官融合センター移動相談会（12・

19・26日）
		  日商オンラインセミナー経理担当職員研修会（6・

26日）
◆	11日	 三役会（24日）
◆	18日	 議員会ゴルフ大会

ボクシング、ダイエット…、全日本社会人大会入賞者も

北見ボクシングクラブ
自動ドアのトップ企業、コロナ対策で非接触式提案

ナブコシステム㈱北見営業所

会員紹介ご希望の事業所は当所総務部（☎23-4111）宛ご連絡願います。（掲載：無料）
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会 員 紹 介 会員増強運動中！
～非会員に入会をお勧めください～

今後の予定 球児の「春・夏」代替の発想

北見市大通東８丁目10－１　℡33-1545 北見市高栄東町１丁目11－39　℡26-0725
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